
四
月
八
日
（
火
）
、
第
六
十
九
回
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
二
百
六
十
九
人
の
新
入
生

及
び
保
護
者
参
列
の
下
、
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
福
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
辞
の
中
で
今
村
成
弘
校
長
が
新
入
生
に
対
し
、

「
皆
さ
ん
に
は
、
二
万
六
千
有
余
名
の
誇
れ
る
先
輩

た
ち
を
も
ち
得
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
本

校
の
一
層
の
発
展
と
、
新
た
な
歴
史
を
作
り
上
げ
て

い
く
の
だ
と
い
う
気
概
を
も
ち
、
一
人
一
人
、
自
ら

の
理
想
の
追
求
に
全
力
を
挙
げ
て
欲
し
い
」
と
訴
え

ら
れ
た
あ
と
、
学
校
は
、
「
何
事
に
も
挑
戦
の
気
持

ち
」
を
も
ち
、「
友
情
を
育
み
」
な
が
ら
、「
自
立
へ

の
道
」
を
歩
く
学
び
の
場
所
で
あ
る
と
の
自
覚
を
も

つ
こ
と
を
説
か
れ
、
刻
苦
勉
励
の
毎
日
の
中
に
も
、

楽
し
く
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
を
期
待
さ

れ
ま
し
た
。

祝
辞
で
は
、
床
次
広
有
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
、
「
一
〇

五
九
」
と
い
う
数
字
が
何
を
表
す
か
問
い
か
け
ら
れ

た
後
、
本
日
か
ら
皆
さ
ん
の
卒
業
式
ま
で
の
日
数
が

こ
の
数
字
で
あ
り
、
将
来
の
目
標
を
で
き
る
だ
け
早

く
決
め
、
「
自
分
の
夢

は
実
現
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
い
う

強
い
意
志
と
自
信
を

も
っ
て
高
校
生
活
を

送
っ
て
欲
し
い
と
念

願
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
新
入
生

を
代
表
し
て
、
山
野

晴
樹
君
（
大
崎
中
出

身
）
が
、
「
素
晴
ら
し

い
伝
統
を
継
承
し
、

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、

友
情
を
深
め
合
い
、

三
星
の
旗
の
も
と
に
、

知
・
徳
・
体
の
調
和

的
向
上
を
目
指
し
、

次
な
る
大
き
な
目
標
に
向
け
努
力
し
て
い
く
こ
と
」

を
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。
ま
た
、
野
球
部
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
部
・
バ
レ
ー
部
・
吹
奏
楽
部
に
よ
る
力
強
い

校
歌
紹
介
や
吹
奏
楽
部
に
よ
る
新
入
生
歓
迎
演
奏
も

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
四
月
一
〇
日
（
木
）
に
は
新
入
生
と
二
・

三
年
生
と
の
対
面
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
・
三
年

生
を
代
表
し
て
生
徒
会
長
の
福
留
隆
広
君
が
「
先
輩

た
ち
を
見
本
に
、
鹿
屋
高
校
の
生
活
を
肌
で
感
じ
、

よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
」
と
歓
迎
の

言
葉
を
述
べ
た
後
、
新
入
生
を
代
表
し
て
羽
生
晴
菜

さ
ん
（
垂
水
中
央
中
出
身
）
が
「
三
年
後
に
鹿
屋
高

校
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
だ
と
胸
を
張
っ
て
言

え
る
よ
う
、
新
し
い
環
境
に
慣
れ
、
先
輩
方
か
ら
鹿

屋
高
校
生
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
学
び
、立
派
な
『
三

星
健
児
』
と
な
れ
る
よ
う
、
努
力
し
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

平成２６年４月１６日 三星の風 第７４号

第７４号
平成２６年

４月１６日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

四
・五
月
の
主
な
行
事
予
定

四
月
【
卯
月
】

一
六
日
（
水
）
歯
科
検
診
（
三
年
）

一
七
日
（
木
）
検
尿
一
次

胸
部
Ｘ
線
検
診
（
一
年
・
職
員
）

一
八
日
（
金
）
検
尿
一
次

新
体
力
テ
ス
ト
・
身
体
測
定

二
一
日
（
月
）
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ウ
イ
ー
ク

[

～
二
五
日]

心
電
図
検
査

二
二
日
（
火
）
内
科
検
診
（
三
年
）

二
三
日
（
水
）
歯
科
検
診
（
三
年
）

二
四
日
（
木
）
宿
泊
学
習
（
一
年
）

[

～
二
五
日]

検
尿
一
次

二
五
日
（
金
）
一
日
遠
足
（
二
・
三
年
）

二
六
日
（
土
）
学
研
・
進
研
模
試
（
三
年
）

二
七
日
（
日
）
学
研
・
進
研
模
試
（
三
年
）

二
八
日
（
月
）
朝
課
外
開
始
（
一
年
）

三
〇
日
（
水
）
歯
科
検
診

五
月
【
皐
月
】

一
日
（
木
）
内
科
検
診

二
日
（
金
）
開
校
記
念
講
演
会

七
日
（
水
）
歯
科
検
診

九
日
（
金
）
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室

一
〇
日
（
土
）
三
星
道
場
①

一
二
日
（
月
）
教
育
実
習
【
四
週
間
】
開
始

一
四
日
（
水
）
中
間
考
査[

～
一
六
日]

一
五
日
（
木
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

一
六
日
（
金
）
奉
仕
活
動
（
三
年
）

一
九
日
（
月
）
教
育
実
習
【
三
週
間
】
開
始

二
一
日
（
水
）
眼
科
検
診

二
二
日
（
木
）
歯
科
検
診

二
四
日
（
土
）
三
星
道
場
②

二
五
日
（
日
）
駿
台
記
述
模
試
（
三
年
希
望
者
）

二
六
日
（
月
）
教
育
実
習
【
二
週
間
】
開
始

二
七
日
（
火
）
生
徒
総
会

二
八
日
（
水
）
眼
科
検
診

三
〇
日
（
金
）
口
腔
衛
生
指
導
（
一
年
）

※

都
合
に
よ
り
変
更
・
追
加
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

知
徳
体

調
和
の
と
れ
た

三
星
健
児
を
め
ざ
し
て
！

第
六
十
九
期
生

二
百
六
十
九
人
入
学

欠
席
等
の
連
絡
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

や
む
を
得
ず
欠
席
・
遅
刻
す
る
場
合
は
、
必

ず
保
護
者
が
次
の
時
刻
ま
で
に
電
話
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

○
朝
課
外
の
あ
る
日

午
前
七
時
十
五
分
ま
で

○
朝
課
外
の
な
い
日

午
前
八
時
ま
で

○
三
星
道
場
・
模
試

開
始
前
ま
で

校歌紹介（野球部・バスケット部・バレー部・吹奏楽部）

新入生代表宣誓「山野晴樹君（大崎中出身）」

朝
読
書
ス
タ
ー
ト
！

朝
の
十
分
間
を
利
用
し
て
、
全
校
生
徒
で
取

り
組
む
朝
読
書
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
昭
和
六

十
三
年
に
千
葉
県
の
女
子
校
で
提
唱
さ
れ
た
「
朝

の
読
書
運
動
」
は
全
国
の
学
校
に
広
が
り
を
見

せ
、
本
校
で
も
平
成
十
四
年
度
か
ら
導
入
し
ま

し
た
。

朝
読
書
は
、
落
ち
着
き
を
生
み
、
集
中
力
（
＝

読
解
力
）
を
向
上
さ
せ
、
活
字
嫌
い
を
減
ら
し
、

家
庭
や
友
人
間
で
の
話
題
を
作
る
な
ど
、
様
々

な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。「
毎
日
実
践
す
る
」

・
「
み
ん
な
で
取
り
組
む
」
・
「
好
き
な
本
を
読

む
」
・
「
た
だ
読
む
だ
け
」
を
念
頭
に
、
物
音
一

つ
し
な
い
沈
黙
の
十
分
間
を
全
校
生
徒
で
享
受

し
ま
し
ょ
う
。
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大学別合格者数 三星健児大健闘！

＜国立大学＞ ＜国立大学＞ ＜私立大学＞ ＜短期大学＞

№ 大 学 名 人数 № 大 学 名 人数 № 大 学 名 人数 № 大 学 名 人数

１ 北見工業 １ 27 宮 崎 １１ 48 青山学院 ２ 71 鹿児島県立 １８

２ 茨 城 ２ 28 鹿 児 島 ４１ 49 学 習 院 １ 72 他公立 ４

３ 筑 波 １ 29 鹿屋体育 １ 50 慶 応 ２ 73 鹿児島純心 ７

４ 埼 玉 ２ 30 琉 球 ８ 51 駒 沢 ２ 74 鹿児島女子 １２

５ 千 葉 ２
国立大計 １２１

52 専 修 １ 75 他私立 ８

６ 東 京 １ 53 東 海 ４ 短大計 ４９

７ 東京学芸 ２ ＜公立大学＞ 54 東 洋 ２ ＜短期大学校＞

８ 東京農工 １ 31 福井県立 １ 55 法 政 １ 76 川内職能開発 ２

９ 一 橋 １ 32 都留文科 ４ 56 明 治 ２ 77 県外職能開発 ４

10 横浜国立 １ 33 兵庫県立 １ 57 明治学院 １ 78 鹿県農業 １

11 山 梨 １ 34 鳥取環境 ３ 58 早 稲 田 １ 短期大学校計 ７

12 京都教育 １ 35 岡山県立 １ 59 立 命 館 ６ ＜大学校＞

13 大 阪 １ 36 尾道市立 ２ 60 関 西 ３ 79 水 産 １

14 島 根 １ 37 県立広島 １ 61 近 畿 ５ 大学校計 １

15 岡 山 ２ 38 福山市立 １ 62 関西学院 １ ＜高等看護学校＞

16 広 島 ７ 39 下関市立 ３ 63 西南学院 １２ 高等看護学校 ２７

17 山 口 ３ 40 高知工科 １ 64 福 岡 ４６ ＜就 職＞

18 香 川 １ 41 北九州市立 ４ 65 崇 城 ５ 航空学生 １

19 愛 媛 ２ 42 福岡県立 ４ 66 鹿児島国際 ６５ 【合 計】

20 高 知 １ 43 長崎県立 ５ 67 鹿児島純心女子 １ 国 公 立 大 １６７

21 九 州 １ 44 熊本県立 ４ 68 志 學 館 １３ 私 立 大 ３３３

22 福岡教育 １ 45 大分県立看護 １ 69 第一工業 ２ 大 学 校 １

23 佐 賀 ６ 46 宮崎公立 ４ 70 その他 155 ４年制大等合計 ５０１

24 長 崎 ７ 47 名 桜 ６
私立大計 ３３３

公 立 短 大 ２２

25 熊 本 ８
公立大計 ４６

私 立 短 大 ２７

26 大 分 ３ 短 期 大 学 校 ７

短 大 等 計 ５６

「三星道場」についてのお知らせ
本校では，ＰＴＡの依頼を受け，朝課外や「三星道場」を

実施しています。「三星道場」の内容については下記のとおり

です。生徒の登校について，御理解・御協力を賜りますよう

お願いいたします。

１ 目的 主体的に学習する力や各教科の応用力を養うと

ともに，より個に応じた指導を積極的に展開し，

個々の学力向上を図る。

２ 回数 年間１３回（３年生は６／２８までの４回）

３ 日程 土曜日 ８：３０～１２：２５（５０分×４限）

４ 形態 各学級単位及び選択講座

５ 内容 教科学習 進路学習 小論文指導

出前授業 講演会

６ 実施日 5/10 5/24 6/14 6/28 9/27
10/11 11/8 12/6 12/20 1/17
1/31 2/14 2/28

登下校時の送迎について
登下校の際の送迎については，保護者の皆様方の御協力

をいただきながら，マナーアップに取り組んできたところ

です。近隣の駐車場を所有されておられる方々の御厚意も

あり，次の三か所での乗り降りが可能です。外部や学校周

辺の方々に迷惑をかけることがないよう，お願いします。

＜使用可能な場所＞

（１）本校第２グラウンド（肝属川 側 の 駐 車 場 ）

（２）旧青果市場跡地

（３）みち葬祭白崎斎場駐車場

※送迎時は子どもにマナーやルールを教える絶好のチ

ャンスです。率先垂範をお願いします。


